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庚
塚
球
場
が

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

庚
塚
運
動
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
．

野
球
場
を
中
心
施
設
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
ニ
面
、
観
覧
席
や
駐
車
場
、
便
所
な
ど

　
も
備
え
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む
に
は
申
し

　
　
ぷ
ん
な
い
設
備
で
す
．

　
　
　
二
日
の
運
動
場
開
き
に
は
、
安
全
祈
願

　
　
　
の
ほ
か
、
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
招
待

　
　
　
　
試
合
や
、
町
内
小
学
生
に
よ
る
ホ
ー
ム

　
　
　
　
ラ
ン
競
争
な
ど
が
行
わ
れ
、
終
日
歓
声

　
　
　
　
　
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
．
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西
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晒
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榊
仲
定
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予

院
院
完
完
完

9月の休日救急医

15日至誠堂
16日池田
23日山　［」

24日富田
30日中条

　
　
　
　
　
　
　
　
島
以

　
　
　
　
　
　
旬

医
医
医
医
病
上

　
　
　
　
　
　
銅
大
山

　
田
口
田
条
－
日
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9／26・総合センター

10／11・橘出張所

9／19・克雪セン タ

10／3・上野連絡 所

ごと相談日

亀
一
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簾
…
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嚢
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難
灘轄
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議会報告

　
去
る
一
日
か
ら
、
会
期
十
二
日
間
の
予
定
で
第
五
回
の
定
例
町

議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
開
会
初
日
に
は
、
専
決
処
分
の
報
告

な
ど
の
ほ
か
、
議
会
人
事
と
も
い
わ
れ
る
正
・
副
議
長
の
選
挙
な

ど
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
で
、
平
野
圭
二
氏
が
再
度

議
長
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
小
川
清
次
氏
が
副
議
長
に
当
選
し
ま
し

た
。
な
お
、
二
日
以
後
九
日
ま
で
は
休
会
し
て
い
ま
す
の
で
、
再

会
分
の
内
容
は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

議
長
に
平
野
圭
二
氏
を
再
選

副
議
長
は
小
川
清
次
氏

　
専
決
処
分
の
承
認
は
、
一
部
事
務
組

合
の
規
約
改
正
及
び
農
業
共
済
会
計
の

補
正
予
算
の
二
件
、
議
案
は
、
水
道
事

業
の
設
置
条
例
の
一
部
改
正
（
給
水
区

域
に
“
朝
日
町
”
を
追
加
）
の
み
で
す
。

　
こ
の
三
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
可

決
し
た
の
ち
、
正
副
議
長
及
び
正
副
常

任
委
員
長
の
選
任
等
を
、
順
次
日
程
に

追
加
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
役
員
人
事
は
、
以
前
か
ら
短
期

交
替
制
（
二
年
）
を
慣
例
と
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
の
選
挙
と
な
っ

た
も
の
。
ま
ず
、
正
副
議
長
選
挙
に
つ

い
て
は
、
投
票
の
結
果
次
の
よ
う
に
平

野
議
長
・
小
川
副
議
長
の
コ
ン
ビ
が
誕

難鞍

平野議長

生
し
ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
　
十
一
票
　
　
平
野
　
圭
二

　
　
十
　
票
　
　
水
品
正
一
郎

　
副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果

　
　
十
三
票
　
　
小
川
　
清
次

　
　
　
八
票
　
　
田
中
与
三
郎

　
一
方
、
正
副
常
任
委
員
長
の
選
任
は
、

各
委
員
会
ご
と
に
互
選
し
た
も
の
を
改

め
て
本
会
議
で
指
名
推
せ
ん
し
た
も
の

で
す
が
建
設
社
会
の
平
野
義
一
副
委
員

長
が
田
中
茂
氏
に
変
わ
っ
た
ほ
か
は
、

全
員
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
の
一
部
入
れ
替
え

小川副議長

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
委
員
会
の
新
構

成
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
◎
印
”
委

員
長
、
○
印
H
副
委
員
長
）

庵
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
戸
田
　
専
治
　
○
小
林
正
人

　
　
水
品
正
一
郎
　
　
小
川
　
東
平

　
　
羽
鳥
　
欣
一
　
　
押
木
　
元
男

圃
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

◎
登
坂

　
桑
原

　
小
海
保
坂

　
茂
　
○
清
水
　
守
平

要
雄
　
　
若
山
　
三
郎

貞
二
　
滋
野
　
一
郎

次
夫

圏
建
設
社
会
常
任
委
員
会

　
◎
戸
田
　
哲
次
　
○
田
中
　
　
茂

　
　
田
中
与
三
郎
　
　
高
橋
弥
太
郎

　
　
小
川
清
次
　
丸
山
久
一
郎

　
　
平
野
義
一・

奪
’
繊
戸田（専）総文委長登坂産厚委長戸田（哲）建社委長

ね　ん「

　き
あ1
なん
あ
な
た
の
年
金
額
は

2
塾
－
－
く
ー
し
j

　
D

　
「
一
一
十
五
年
」

の
資
格
期
間
が
、

を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、

生
ま
れ
た
人
が
、

納
め
た
場
合
の
年
金
額
は
、

e
爵
惑
㊥
ゆ

　
　
｛
一
℃
§
旧
×

◎
｝
蕪
嫡
一
さ
ロ
糠

　
×
『
§
”
一
8
℃
§
コ

摯
一
Q
O
Q
o
矯
羅
ヨ
十
一
（
〕
σ○
｝
§
ヨ

と
な
り
ま
す
。

短縮された資格期間

必要な
資格期間

日生年月

　
　
　
　
こ
う
し
て
計
算

と
い
う
老
齢
年
金
　
　
　
十
円
単
位
は
四
捨
五
入
と
な
り
ま

十
年
か
ら
二
十
四
　
　
す
の
で
、
こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、

て
い
る
人
の
年
金
額
　
　
二
十
九
万
六
千
九
百
円
と
な
り
、
月

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
二
万
三
千
九
百
二
十
五
円
の
年
金
と

旧
三
十
九
年
四
月
二
　
　
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヰ
四
月
一
日
ま
で
に
　
　
　
次
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
こ
の

．
十
年
間
保
険
料
を
　
　
算
式
に
よ
り
、
容
易
に
年
金
額
が
算

ヰ
金
額
は
、
　
　
　
　
　
出
で
き
ま
す
の
で
試
み
て
く
だ
さ
い
。

×
（
ろ
耕
×
一
量
）
｝
　
　
　
な
お
、
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
る

刈
ー
一
〇。
o

。
§
ヨ
　
　
　
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
い
る
場
瓜
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
が
希
望
す
れ
ば
年
金
を
受
け
る

り
ー
（
5
笹
×
一
温
）
こ
　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
・

8
象
コ
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
”
繰
上
げ
請
求
”
と
い
い

，
一
8
馨
ヨ
　
　
　
　
ま
す
が
、
請
求
時
の
年
齢
に
よ
っ
て

　
ー
§
噛
§
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
率
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
率
で

　
　
　
　
　
　
　
　
一
生
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の人たれま生に後以日
　
●
2
年
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2
5
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は
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5
期
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格
昭
資

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
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で
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で
で
で
で
で
で
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ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
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日
日
日
日
日
日
日
日
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日
日
日
日
日
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1
　
　
1
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1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
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月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

5
6
7
8
9
1
0
n
1
2
1
3
1
4
1
5
2
3
4
5

正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
正
和
和
和
和

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
昭
昭
昭
昭
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▲公認なみの広さをもつ広い野球場

遜，蓼賭癬

．轟
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！
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▲ダックアウトも備えてあります
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●●●●。●。●運動場アウトライン・

　庚塚運動場は、総面積飢196㎡、という

広さ。総工事費は＆450万円をかけるとい

う大規模なものです。この財源は、一部国

庫補助金のほか、国民年金積立金の還元融

資を受けています。

　施設別の面積は

◎野球場　　　　　 ll，000㎡

◎〃練習場　　　　　　3，300㎡

◎テニスコート（2面）　1，369㎡

◎駐車場　　　　　　　　2，000㎡

◎観覧席　　　　　　　3，000㎡

　なお・今月9日には、信濃川河川敷運動

公園の野球場もオープンしました。利用方

法などもまもなく決まります。皆さんもぜ

ひお出かけください。
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相
撲
の
清
水
さ
ん

　
　
　
　
　
宮
崎
国
体
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月

十
四
日

か
ら
開

か
れ
る

第
一
二
十

四
回
宮

崎
国
体
に
、
東
善
寺
の
清
水
隆
さ
ん
が

出
場
し
ま
す
。

　
相
撲
の
部
（
一
般
の
部
∴
干
五
歳

以
上
）
で
出
場
の
清
水
さ
ん
は
、
去
る

四
十
九
年
の
茨
城
国
体
、
五
十
一
年
の

佐
賀
国
体
に
つ
ぎ
三
度
目
の
国
体
と
な

り
ま
す
。

ブ￥’蟹戦篇潔
』
毒
、
．
～

タ
ロ
カ
あ
り
ま
す
購

　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
饗

蝉

会
津
戦
争
に
ま
つ
わ
る
町
内
の
資
料

や
口
伝
え
を
、
あ
ま
す
こ
と
な
く
収
録

し
た
郷
・
、
⊥
史
で
す
。

川
西
町
に
ゅ
か
り
の
人
た
ち
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
口
伝
え
や
資
料
が
寄
せ
ら

れ
、
新
聞
に
掲
載
し
た
内
容
の
丁
六

倍
と
い
う
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
記
録
は
、
北
越
戌
辰
戦
争
の
功

罪
や
動
向
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
戦
争

を
人
間
と
し
て
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
高
・
曾
・
祖
父
母
た
ち
の
受

難
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
、

川
西
町
に
起
こ
っ
た
百
十
年
前
の
で
き

ご
と
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
で
き
ご

と
に
　
焦
点
を
あ
て
て
ま
と
め
た
資
料

は
、
こ
の
“
会
津
戦
争
と
川
西
町
”
が

始
め
て
で
す
。

　
ま
だ
、
残
部
が
若
干
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
体
裁
は
、
A
5
版
・
五
十
余
ぺ
ー
ジ

（
二
段
組
）
、
価
格
・
一
冊
四
百
円
、

発
行
・
川
西
町
公
民
館
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

聖
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

伽
物
士
月
＋
・
士
日
に
逼

〃　川
西
町
美
術
協
会
（
平
野
綱
一
会
長
）

で
は
、
第
五
回
川
西
町
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
の
日
程
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
大
綱
が
決
ま
り
ま
し

た
。
会
期
は
、
八
，
秋
十
一
月
十
・
十
一

日
の
土
自
の
二
日
間
、
例
年
ど
お
り
書

道
、
絵
画
、
写
真
の
三
部
門
の
募
集
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
美
術
協
会
で
は
、
八
，
か
ら
準
備
を
進

め
て
、
多
数
力
作
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
町
内
の
小
・
中
学
校

の
秀
作
展
も
併
催
の
予
定

で
準
備
を
進
め
る
と
の
こ

と
で
す
か
ら
、
今
か
ら
盛

会
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
美
術
協
会
で
は
、
七
月
末
、
役
員

の
改
選
を
行
い
次
の
方
々
を
新
役
員
に

選
び
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

会
長
・
平
野
綱
一
、
副
会
長
・
中
條
誠
、

水
品
文
夫
、
幹
事
・
春
日
敏
夫
、
中
條

清
、
数
藤
清
治
、
委
員
・
小
林
徳
夫
、

登
坂
光
国
、
数
藤
進
吉
、
山
田
利
子
、

高
崎
正
弘
、
監
査
・
北
村
文
子
、
小
林

幸
子
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意
善

　　　　　りをありがとつ
・

ザ
劉
．
7
噌

露・

鷲

．
㌻
噌
い
σ
嘱

．
～
σ
．
・
一
4

・
ヤ
㍗
．
悔
ρ
一
◎

夢
㍗
．
％
÷

ひ
び
の
を

　
●
．
ρ
θ
∵
吻
～
◎

堪
蕗
．
難

　
ン
　
リ
ャ
を

　
“
θ
望
◎
．
ρ
・

　
．
吻
θ
．
・
い
。
“
。

　
舜
瞬

ア

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
喜
茂
登
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
渡

辺
幸
治
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
二
万
円
。

※
母
ソ
デ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
清
水

菊
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二
万
円
。

※
父
春
作
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
数
藤

簸
緯
藤　　・●　●　　　　　　　　　　．　　　9

　　9　　じ　　じ　の　　　し　　　

誌
無

謬

i灘繕

春
夫
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
母
ト
ミ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
中
条

正
次
さ
ん
（
元
町
）
か
ら
一
二
万
円
。

東
京
の
小
林
荘
平
さ
ん
か
ら
、
広
報

か
わ
に
し
発
行
の
一
助
に
と
一
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い

　
渡
辺
慶
一
先
生
、
エ
リ
カ
さ
ん
と

と
も
に
、
川
西
町
高
倉
を
訪
れ
て
か

ら
、
は
や
五
年
の
歳
月
が
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
若
干
メ
ン

バ
ー
の
入
れ
変
わ
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
町
と
私
た
ち
の
間
に
は
、
き
っ

て
も
き
れ
な
い
親
密
な
感
情
が
流
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
、
町
民
の
皆
様
の
一
方
な

ら
ぬ
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
と
、
深
く

感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
主
人
の
勤
め
先
の
近
く
（
文
京
区

動
坂
）
に
、
花
屋
と
い
う
大
き
な
舘

ぎ
つ烹
が
あ
り
、
こ
の
経
営
主
（
小
林
社

長
）
も
中
仙
田
出
身
の
方
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
川
西
町
の
方
々
が
広
く

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

‘i）

署難
　　’く
　　　・　　　●　　9　　　0　　　●　　　o　　　ロ　　遷
　　　’
　　　♂

孝〃　　　●　　　　　　●●■』　　・●●　　　　じ　　　　　　ド　　　●・㌢
　　し　　　　　　　，　　ロ　　・，，　　ひじ　　　　　　　　の

嚢

つ
ま
で
も
続
け
た
い

国
際
村
で
の
楽
し
い
交
流

　
　
　
　
埼
玉
県
　
相
　
原

　
主
人
も
、
年
に
数
回
群
馬
大
学
国

立
長
野
病
院
に
出
掛
け
、
そ
の
折
、

高
倉
を
訪
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
川
西
町
の
人
々
の
人
情
の

厚
さ
、
名
山
に
囲
ま
れ
た
風
物
に
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
る
と
き
、
心
温
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。

　
こ
の
楽
し
い
交
流
を
、
子
供
、
孫

の
代
ま
で
継
承
で
き
た
ら
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
の
高
倉
国
際
村
が
、
そ
の
名

に
は
じ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
い
れ

て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
発
展
さ
せ

る
か
を
考
え
る
の
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
渡
辺
昌
先
生
の
ご
尽
力

で
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て

・
薬
剤
師

　　　　蹴∵ぐ・

　　　　　舞

駿艘ヤ

正
子
さ
ん
（
三
＋
七
歳
）

　
ガ
ン
の
検
診
を
行
う
の
も
一
つ
の
行

　
き
方
で
し
ょ
う
し
、
福
島
県
と
都
で

　
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ふ
る
さ
と

　
会
員
と
し
て
、
単
に
別
荘
と
い
う
こ

　
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
皆
様
の
ふ
と
こ

　
ろ
へ
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
の
も
必
要
だ

　
と
思
う
昨
今
で
す
。

　
　
　
“
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

　
う
も
の
”
で
は
な
く
、
皆
様
と
の
交

　
流
を
通
じ
て
、
川
西
町
が
身
近
か
な

　
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
私
た
ち
の
胸
の

　
中
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
　
過
去
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様

　
の
ご
芳
情
に
深
謝
し
、
今
後
の
ご
交

　
誼
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
益
々
の
ご

　
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

簸　　　　　妻撚
『
“
．
パ

曳
へ
　
の
馨
サ

　
4
ビ
え
に
、
　
　

あ
窒
直
£
を
二

響
砦
蜜
い
・

　
　
あ
な
た
も
、
社
会
福
祉
活
動
に
参
加

　
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
〃
”

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
、
広

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
あ
る
人

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
町
内
の
老
人
に
給
食
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
よ
う
と
、
こ
の
春
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
老
人
の
栄
養
改
善
や
孤
独

感
を
な
く
し
、
楽
し
い
毎
日
を
お
く
っ

　
て
も
ら
う
た
め
計
画
し
た
事
業
で
、
で

き
る
な
ら
、
来
月
あ
た
り
か
ら
実
施
に

移
し
た
“
考
え
で
す
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
業
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
皆
さ
ん

の
温
か
い
善
意
に
す
が
る
以
外
に
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
給
食
の
調
理
、
で
き
あ
が

　
っ
た
も
の
の
配
達
、
ま
た
、
と
き
に
は

老
人
の
話
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
、

　
こ
う
い
う
仕
事
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
　
“
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
”
、
こ

れ
は
、
町
内
の
独
り
暮
し
の
老
人
や
老

人
世
帯
（
二
人
暮
し
）
を
対
象
に
、
月

二
回
、
夕
食
を
作
っ
て
届
け
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
当
面
は
、
千
手
・
上
野

地
区
の
老
人
（
二
十
三
人
）
を
対
象
と

し
、
徐
々
に
全
町
に
広
げ
た
い
考
え
で

す
。
給
食
の
調
理
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

　
も
し
、
ご
協
力
願
え
る
と
す
る
な
ら

ば
、
例
え
ば
、
調
理
を
し
て
く
だ
さ
る

人
は
、
当
日
の
昼
過
ぎ
か
ら
準
備
に
か

か
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
配
達
を
し
て
く
だ
さ
る
方

は
、
バ
イ
ク
、
自
動
車
な
ど
を
利
用
で

き
る
人
の
方
が
、
な
お
便
利
か
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
具
体
的
な
実
施
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
々

と
、
さ
ら
に
検
討
を
し
た
い
考
え
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
趣
旨
に
ご
理
解
、
ご
協
力

願
え
る
方
は
、
役
場
内
社
会
福
祉
協
議

会
（
電
・
八
－
三
二
一
、
有
一
二
四

二
）
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
“
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
”
は
、

毎
年
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
赤
い

羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
と
し
て
、
本

年
は
県
下
で
二
か
所
だ
け
指
定
を
受
け

実
施
す
る
事
業
で
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
毎
回
、
皆

さ
ん
か
ら
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

立
派
な
成
果
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
善
意
が
、
今
、
私
た
ち
の

町
へ
配
分
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
の

尊
い
浄
財
を
最
も
有
効
に
活
用
し
た
い

と
、
在
宅
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま

た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福

祉
週
間
」
で
す
。

　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ

た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て

き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て

一二＼
飛一ミ§ミ≡一一

週間

ミi一　　　 認　　ミヨミミ鮮　　違　　 一　　 ミミ…

≧｝　　 ぐ　　 一　　 ＿塗こぺぎこニ　　　　　ぐ　　　 　な　　　　　　　ハ
ミミ…z　汎　§　 　ミ
ミ…塁嬰…諺…

獲轟嬢邊§
一ヘミ……萎…詳三贈撚
嚢……萎老人福盈

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生

き
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、
世
代
を
越

え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
、

と
も
に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
六
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
約
千
四
百
万
人
で
、
総
人
口

の
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
百
人
の
う
ち
十
二
人
が
お

年
寄
り
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が

二
十
六
年
後
の
昭
和
八
十
年
に
は
、
人

口
百
人
当
た
り
二
十
人
を
超
え
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
全
体
の
二
割

が
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
川
西
町
の
老
人
人
口
は

と
い
い
ま
す
と
、
六
十
歳
以
上
の
人
が

お
よ
そ
千
九
百
八
十
人
、
総
人
口
の
一

九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
町
だ
け
を
例
に
と
れ
ば
、
す
で
に
二

割
近
く
が
お
年
寄
り
で
し
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
国
よ
り
も
そ
の
速
度

が
急
速
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
町
・
国
を
問
わ
ず
、
　
“
高

齢
者
社
会
”
へ
の
テ
ン
ポ
は
、
非
常
に

速
い
と
い
い
ま
す
か
ら
安
心
で
き
ま
せ

ん
。
若
い
か
ら
と
い
っ
て
、
老
後
の
こ
と

を
無
関
心
で
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昭
和
七
十
年
に
六
十
歳
に

な
る
人
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
の
仲
間
入

り
を
さ
れ
る
方
は
、
現
在
、
働
き
盛
り

、

家
庭
で
の
役
割
分
担
を
決
め
る

の
四
十
四
歳
で
す
。

　
お
年
寄
り
の
福
祉
を
進
め
、
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
世
代

を
越
え
た
連
帯
の
中
で
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
力
を
合
わ
せ
て
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

る

…
ハ
含

一6■rb

心

お
年
寄
り
に
生
き
が
い
を

　
　
　
そ
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

毎
朝
掃
除
を
す

る
こ
と
が
、
家

庭
の
中
で
の
自

分
の
役
割
と
考

え
、
何
よ
り
の

生
き
が
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、

あ
る
日
お
嫁
さ

ん
が
、
　
「
そ
ん

な
こ
と
、
し
な

く
て
い
い
の
」
と
、
掃
除
機
を
取
り
上

げ
て
し
ま
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
強
度
の
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
、

と
う
と
う
寝
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
、
ま
た
掃
除
を
さ
せ
て
も
ら

う
」
う
に
な
っ
た
ら
、
ウ
ソ
の
よ
う
に

便
秘
は
治
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
　
　
あ
る
農
家
の
で
き
ご
と
。
農
繁

期
で
ネ
コ
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
の
忙

し
い
と
き
、
そ
の
家
の
老
人
は
何
か
の

役
に
た
ち
た
い
と
田
ん
ぼ
に
出
て
い
っ

た
の
で
す
が
、
　
「
邪
魔
に
な
る
か
ら
、

引
っ
込
ん
で
い
て
」
と
い
わ
れ
、
明
く

る
朝
、
自
殺
を
試
み
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
　
「
何
も
し
な

い
で
、
ジ
ッ
と
し
て
い
れ
ば

い
い
の
よ
」
と
い
う
こ
と
ば

く
ら
い
、
お
年
寄
り
に
と
っ

て
残
酷
な
こ
と
ば
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
の
け
者
に
さ
れ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

自
分
は
役
に
た
つ
存
在
で
あ
る
と
い
う

自
信
と
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
れ

る
と
い
う
気
負
い
が
、
日
々
お
年
寄
り

の
心
の
張
り
、
生
き
る
バ
ネ
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
家
庭
で
は
、
お
年
寄
り
の
役
割
分
担

を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
年
寄

り
は
、
自
分
の
役
割
を
通
し
て
、
家
族

と
の
接
点
を
も
ち
、
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
て
い
く
の
で
す
。

『
、
，
ー
，
。
1
ー
亀
ー
8
，
ー
ノ
∂

嫡
敬
老
を
祝
っ
て
餌

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

4
’
9
1
1
0
0
，
8
ら
o
の
9
8
9
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町
及
び
県
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
し

て
次
の
よ
う
な
記
念
品
を
贈
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

△
町
か
ら
ー
－
・
敬
老
祝
品
（
お
茶
）

　
五
百
四
十
三
人
、
・
長
寿
（
八
十
歳

　
　
　
　
　
　
わ
ん

）
の
祝
（
茶
椀
）
・
三
十
二
人
、

　
・
九
十
歳
の
祝
（
座
布
団
）
・
五
人

△
県
か
ら
ー
・
敬
老
祝
品
（
菓
子
）

・
五
百
四
十
三
人
、
・
金
婚
者
に
（

　
知
事
の
色
紙
）
・
十
六
組

△
郡
老
連
ー
1
・
九
十
五
歳
以
上
の
人

　
に
（
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
）
∴
一
人
、

△
町
老
連
ー
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　
に
（
記
念
品
）
二
組

　
な
お
、
郵
便
局
か
ら
も
、
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
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お矯｝ワたす・・●●●

今、町内では、27老人クラブ・t691人の

艦翻鵬醗象・
た。

尋
蜘

雛欝

儘
鳥
鰹
艦
騰

勉
強
を
忘
れ
ぬ

お
年
寄
り
た
ち

　
　
　
　
中
仙
田
ニ
コ
ニ
コ
会

毒

繊

月見ケ原の清掃は

　　　オラたちの手で

　
「
十
七
夜
が
き
た
す
け
、
き
れ
い
に
し
ょ
う
ゼ
ノ
。
」
七
月
も
始
め
の
こ
ろ
、

伊
友
．
鼻
口
同
原
田
の
老
人
た
ち
が
、
カ
マ
を
持
ち
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
　
月
見
ケ

原
公
園
に
集
ま
り
ま
し
た
。
　
「
オ
ラ
も
仲
間
に
し
て
く
ん
ね
エ
か
。
」
と
か
け
つ

け
て
く
れ
た
の
は
上
野
の
老
人
た
ち
。
か
く
し
て
、
あ
の
広
い
公
園
は
、
半
日
も

経
ぬ
ま
に
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
。
観
音
様
の
境
内
ま
で
き
れ
い
に
草
取
り
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
　
「
ハ
テ
、
い
い
十
七
夜
が
で
き
る
ズ
ヤ
ー
。
」
　
「
ま
た
、
ゴ
ウ
ギ
に

な
ら
ん
う
ち
に
こ
ね
っ
け
ば
な
ら
ん
ノ
シ
。
」
い
っ
ぷ
く
ど
き
の
会
話
も
、
ま
た

楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
と
き
に
は
遊
具
の
整
備
を
、
と
き
に
は
植
木
の
手
入
れ
を
、
そ
し
て
、
最
も
大

変
な
除
草
を
と
、
年
に
数
回
は
奉
仕
活
動
に
励
む
お
年
寄
り
た
ち
。
き
っ
と
、
公

園
で
遊
ぶ
孫
た
ち
の
笑
顔
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
頑
張
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

▲月1回は定例の勉強会をするニコニコ会

　
中
仙
田
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
名
を
ニ

コ
ニ
コ
会
と
い
う
。
南
雲
操
会
長
以
下
会
員

は
六
十
余
名
。
毎
月
一
回
は
定
例
会
を
も
っ

て
、
自
ら
の
研
さ
ん
と
生
き
が
い
に
つ
い
て

語
る
。
例
え
ば
、
先
月
の
会
で
は
、
福
祉
事

務
所
長
を
講
師
に
“
老
人
の
自
殺
と
生
き
が

い
”
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

　
定
例
会
に
は
、
決
っ
て
酒
を
く
み
、
歌
や

踊
り
を
楽
し
む
。
集
会
は
、
お
年
寄
り
た
ち

の
い
こ
い
の
と
き
で
も
あ
る
の
だ
。

　
つ
い
先
日
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
を
行

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
秋
は
、
交
通
安

全
の
勉
強
も
し
た
い
と
い
う
。

礎♪磯蜘
　
　
楽
し
い
こ
と
の
一
つ
。

　
ぐ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
方
は
、
も

　
　
っ
ぱ
ら
小
さ
な
草
と
り
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
．

階
▼
休
け
い
ど
き
の
語
ら
い
も

簸縁籔
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こ
の
会
で
は
、
春
秋
の
彼
岸
に
は
、
公
民
館
を
会
場

に
、
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
を
弔
う
。

公
民
館
に
安
置
す
る
観
音
様
の
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過

去
帳
を
並
べ
て
、
お
経
、
念
仏
を
と
な
え
る
催
し
で
あ

る
。
ま
た
、
民
踊
や
組
み
ひ
も
グ
ル
ー
プ
も
誕
生
し
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
み
せ
る
老
人
会
で
あ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

六
地
蔵
様
再
建
に

お
年
寄
り
も
ひ
と
役

　
「
六
地
蔵
様
の
台
座
が
荒
れ
て
困
る
ノ

シ
。
」
　
「
な
ん
と
か
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
ノ
シ
。
」
こ
ん
な
声
が
お
年
寄
り

か
ら
あ
が
っ
て
数
年
。
と
う
と
う
村
の
衆

も
腰
を
あ
げ
て
、
今
年
は
再
建
が
決
っ
た
。

　
お
盆
に
　
ま
に
合
わ
そ
う
と
、
若
ド
ッ

ツ
ア
衆
が
勤
労
奉
仕
、
伝
え
聞
い
た
近
く

の
石
材
会
社
が
息
且
材
の
寄
付
を
申
し
出
て
、

改
造
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。
こ
う

し
て
、
小
根
岸
の
墓
地
に
あ
る
六
地
蔵
様

は
み
ご
と
に
再
建
し
た
。
今
ま
で
、
離
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

て
立
っ
て
お
ら
れ
た
大
地
蔵
様
も
、
こ
の

中
央
に
鎮
座
ま
し
ま
し
て
。

　
お
盆
の
十
日
に
は
長
安
寺
様
に
よ
る
開

眼
式
、
そ
し
て
、
十
一
日
に
は
朝
か
ら
お

年
寄
り
衆
が
集
り
、
得
意
の
お
念
仏
を
声

高
ら
か
に
合
唱
し
て
喜
び
を
捧
げ
た
。

　
な
お
、
川
辺
老
友
会
（
小
海
八
太
郎
会

長
以
下
会
員
四
丈
ポ
名
）
で
は
、
年
数
回

墓
地
清
掃
の
奉
仕
を
行
う
一
方
、
念
仏
講

も
主
催
し
て
元
気
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

難
繭
韓
購

繍
漏
継

小根岸の老人たち

　●●●●●●●●●●●●
●

蟷
灘
繊

懲
聾
鼎
．
▲
麟

　
　
耀
酋
・

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

墜，1灘難麟

叢期

もグループもかなり上達しました。

撫撫灘繍麟藤i灘灘癖癖墾勲蝋癒繍酸鋤臨

羅
． ，辮欝＝、，κ　・、’・灘・．　．．＿、鎌∫留＝…瀦∴

　▲お盆にはできあがった六地蔵様の前で念仏を合唱。

触鱗鱗辮麹購鱒鞠熱麟灘、，細麟鱗蟻灘播猟蓼

わ
し
の
　
　
鞭
．

　
　
　
　
　
　
自
一
慢
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
へ
塗
隙

廉
鴬
呪
肇
陣
労
濠
菊
奪
箋
憩
巾
琵
窺
伽
響

　
原
田
の
丸
山
仁
平
さ
ん
の
お

宅
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
大
の
動

物
好
き
で
あ
る
。
家
業
の
養
豚

は
別
と
し
て
も
、
今
い
る
の
は

犬
二
匹
と
シ
ャ
ム
ね
こ
が
六
匹
。

　
わ
け
て
も
、
シ
ャ
ム
ね
こ
の

親
子
は
ち
ょ
う
愛
と
も
い
え
る

か
わ
い
が
り
よ
う
で
、
い
つ
も

家
族
と
寝
起
き
を
と
も
に
し
て

い
る
ほ
ど
。

　
飼
い
始
め
た
の
は
今
か
ら
十

シャムねこはかわい

　寝起きもいっしょに

四
年
程
前
、
子
と
り
を
し
て
も
う
け
よ
う
と
始
め

た
の
が
、
い
つ
の
ま
に
か
愛
が
ん
用
に
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
つ
が
い
の
値
段
は
八
万
円

也
。
太
郎
・
花
子
と
名
命
し
て
、
そ
の
つ
き
合
い

は
今
日
も
な
お
続
い
て
い
る
。

　
「
特
別
に
変
わ
っ
た
え
さ
も
い
り
ま
せ
ん
。
魚

臭
い
も
の
な
ら
な
ん
で
も
…
…
…
普
通
の
ね
こ
と

変
わ
り
ま
せ
ん
ね
エ
。
な
ま
キ
ュ
ウ
イ
な
ん
か
も

食
べ
ま
す
よ
。
」
、
そ
し
て
、
子
孫
繁
栄
も
ま
た

活
発
な
も
の
。
年
二
回
の
出
産
で
一
回
当
り
三
匹

は
生
ま
れ
る
と
い
う
。
血
族
結
婚
な
が
ら
、
子
が

子
を
生
ん
で
増
え
て
き
た
。

　
「
欲
し
い
人
に
は
安
く
わ
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

別
に
金
が
目
的
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
少
し
で
も

金
を
出
し
た
と
な
れ
ば
、
か
わ
い
が
り
方
も
ま
た

ち
が
う
だ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
」
わ
が
子

を
手
離
す
よ
う
な
心
境
で
、
こ
れ
ま
で
に
六
日
町

や
十
日
町
等
へ
十
五
、
六
匹
は
出
し
た
そ
う
だ
。

丸山仁平さん一家原田

「
動
物
と
い
う
の
は
、
か
わ
い
が
る
人
を
よ
く
知

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
エ
。
夜
は
い
つ
も
わ
た
し
ら

の
布
団
の
中
で
寝
ま
す
。
何
か
物
を
ね
だ
る
と
き

は
腕
に
か
き
つ
い
て
く
る
ん
で
す
よ
。
」
，

　
そ
ん
な
姿
が
、
い
っ
そ
う
か
わ
い
く
な
る
と
い

2
奥
さ
ん
。
　
「
分
娩
は
、
私
の
ふ
と
こ
ろ
で
や
る

ん
で
す
よ
。
陣
痛
が
始
ま
る
と
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
鳴

き
出
し
ま
す
。
」
と
は
ご
主
人
の
仁
平
さ
ん
。

　
か
わ
い
く
て
も
汚
物
の
処
理
が
、
と
伺
え
ば
、

一
度
教
え
込
む
と
け
っ
し
て
そ
そ
う
を
し
な
い
の

が
シ
ャ
ム
ね
こ
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
太
郎
・
花
子
夫
妻
に
小
太
郎
、
小
花
が
い
た
が
、

小
太
郎
は
こ
の
夏
車
に
ひ
か
れ
て
死
亡
。
小
花
は

今
、
亡
夫
の
子
供
を
身
ご
も
り
な
が
ら
悲
嘆
に
く

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
そ
ん
な
身
の
上
を
知
る
丸
山
夫
妻
は
、
ま
た
一

段
と
い
と
し
げ
に
シ
ャ
ム
ね
こ
親
子
を
な
で
ま
わ

す
の
で
あ
る
。
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簡
単
な
わ
ら
工
品
作
り
の
お
勧
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
や
っ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
れ
に
で
も

で
き
る
老
人
の
わ
ら
工
品
作
業
に
つ
い

て
お
勧
め
し
ま
す
。

　
わ
ら
工
品
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類

は
多
い
の
で
す
が
、
材
料
の
関
係
で
ご

く
簡
単
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ガ
マ
ぞ
う
り
の
製
作

　
材
料
は
野
生
で
各
所
に
あ
り
ま
す
。

採
取
刈
取
時
期
は
入
梅
直
前
が
適
期
で

す
。
天
気
の
よ
い
日
に
刈
り
取
り
、
雨

の
あ
た
ら
な
い
所
に
一
週
間
ほ
ど
下
げ

て
干
し
ま
す
。
よ
く
乾
燥
し
た
ら
、
さ

ら
に
屋
内
に
入
れ
て
か
げ
干
し
し
ま
す
。

　
作
る
場
合
は
、
乾
い
て
い
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
水
を
か
け
、
古
む
し
ろ
な
ど

で
包
ん
で
お
く
と
作
り
易
く
な
り
ま
す
。

　
鼻
緒
は
、
老
母
方
に
お
願
い
す
る
と

し
て
、
作
る
要
領
は
、
わ
ら
ぞ
う
り
と

同
じ
で
す
。

◎
し
め
縄
の
製
作

　
材
料
は
、
野
生
の
道
シ
バ
及
び
青
刈

り
稲
で
す
。
青
刈
り
稲
は
出
穂
三
日
前

く
ら
い
に
刈
り
、
道
シ
バ
は
土
用
を
中

心
に
刈
り
取
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
暑
い
日
の
舗
装
道
路
上

と
か
ト
タ
ン
屋
根
で
二
日
く
ら
い
干
す

と
、
完
全
に
乾
燥
し
ま
す
。
た
だ
し
、

上
野

山
　
家
音
　
平

乾
燥
中
は
、
絶
対
に
雨
や
露
に
あ
て
な

い
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
乾
燥
し
て
屋

内
に
保
存
す
る
場
合
は
、
直
接
日
光
に

あ
た
ら
な
い
所
に
下
げ
ま
し
ょ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
材
料
の
刈
り
取
り
時
期

と
乾
燥
が
大
切
で
す
。

　
製
作
は
、
冬
期
間
に
限
ら
ず
、
農
閑

期
や
夏
場
で
も
雨
天
の
と
き
な
ど
を
利

用
し
て
行
い
ま
す
。

　
現
に
私
は
、
ボ
ロ
屋
の
二
階
を
作
業

場
に
し
て
、
ぞ
う
り
作
り
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
の
寒
い
と
き
よ
り
も
、
日

の
長
い
夏
や
秋
が
よ
い
よ
う
で
す
。

　
し
め
飾
り
は
、
正
月
、
日
本
人
な
ら

ど
ご
で
も
や
っ
で
い
ま
す
の
で
、
東
京

の
親
せ
き
、
子
供
た
ち
へ
送
り
、
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
内
の
知

人
、
親
類
へ
も
無
料
奉
仕
を
続
け
て
い

ま
す
。
営
業
で
や
っ
て
い
る
人
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
わ
た
し
の
場
合
は
、
収

入
な
ど
ぜ
ん
ぜ
ん
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
趣
昧
と
老
人
の
生
き
が
い
対
策
と

で
も
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ガ
マ
ぞ

う
り
は
、
東
京
の
子
供
が
荒
物
屋
を
や

っ
て
い
ま
す
の
で
、
商
品
と
し
て
百
足

く
ら
い
毎
年
送
っ
て
い
ま
す
が
、
大
変

珍
し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
の
こ
と
な

ど
考
え
た
ら
、
ば
か
ら
し
く
て
お
話
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
上
野
連
絡
所
の
南
雲
さ
ん
は
、
こ
の

道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
根
津
浩
老
人
健
在

の
こ
ろ
は
、
集
団
で
や
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
八
，
は
、
上
野
で
は
わ
た

し
一
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
が
と
も
な
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

無
理
に
お
勧
め
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
人

様
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
心
あ
る
方

々
に
お
勧
め
し
ま
す
。

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
く
3
ン
）
く
♪
‘
う
吐
）
　
　
）
r
）

青
年
学
級
生
に
感
謝

岩
瀬
　
登
坂
カ
ツ
子

　
公
民
館
の
主
催
に
よ
り
、
全
町
六
年

生
の
交
換
会
が
、
八
月
十
九
日
に
川
西

中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
来
年
か
ら

と
も
に
学
ぶ
子
供
た
ち
に
、
中
学
校
を

よ
く
見
て
も
ら
い
、
み
ん
な
と
顔
見
知

り
に
な
っ
て
入
学
待
ち
し
て
ほ
し
い
と

願
う
私
た
ち
の
疸
例
の
行
事
で
し
た
。

　
こ
の
会
に
参
加
し
て
私
が
特
に
感
じ

た
の
は
、
職
員
の
お
骨
お
り
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
青
年
学
級
の
男
女
の
皆
さ

ん
が
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く

の
日
曜
日
を
返
上
し
て
終
日
お
世
話
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
お
か
げ
様
で
、
親
子
そ
ろ
っ
て
の
ゲ

ー
ム
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合
、
長
距
離

競
走
や
水
泳
競
技
な
ど
、
楽
し
く
有
意

義
な
一
日
が
過
ご
せ
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
す
。

係
か
ら
ー
お
も
し
ろ
い
話
題
や
寄
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ー

■
人
権
擁
護
委
員
に

小
海
・
須
藤
両
氏

　
八
月
十
五
日
付
け
で
、
町
の
人
権
擁

護
委
員
に
、
小
海
八
太
郎
さ
ん
（
小
根

岸
）
と
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
海
さ
ん
は
再
委
嘱
、
須
藤
さ
ん
は

前
任
者
木
村
正
吉
さ
ん
の
あ
と
を
受
け

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
守
り
、
自
由

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
は
か
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
的
制
裁
、
村
八
分
、
差
別
待
遇
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

■
軍
恩
欠
格
者
連
盟

　
　
川
西
支
部
ス
タ
ー
ト

　
旧
軍
人
軍
属
恩
給
欠
格
者
連
盟
の
川

西
町
支
部
が
、
先
月
十
九
日
、
二
百
名

の
加
入
者
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
全
国
連
盟
と
手
を
た
ず

さ
え
な
が
ら
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
会
に
加
入
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
各
地
区
の
副
支
部
長
（
先
月

お
知
ら
せ
済
）
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

■
石
油
流
出
事
故
に

　
　
　
ご
注
意
！

　
　
　
　
　
　
　
【
消
防
分
遣
所
】

　
石
油
は
、
今
や
必
需
品
、
で
も
、
火

災
危
険
の
大
き
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

流
出
す
る
と
下
流
の
水
田
、
水
道
水
源

な
ど
に
大
き
な
迷
惑
を
与
え
ま
す
。

　
石
油
流
出
事
故
の
原
因
は
、
タ
ン
ク

ヘ
の
補
給
時
の
不
注
意
や
、
施
設
の
老

朽
化
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
事
故
の
重
大
さ
を
考
え
、
常
に
そ
の

貯
蔵
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
く
少
量
の
廃
油
な
ど
で
も
、

側溝

へ
捨
て
る
と
下
流
の
水
田
に
入
り
、

長
年
に
わ
た
り
作
物
が
不
作
に
な
り
ま

す
。
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

L櫻競蓼
　社会を明るくする運動期間に行

った封筒募金には、たくさんのご

協力をありがとうございました。

　目標額に対して、109％の達成

率となりました。内訳は次のとお

りです。

　※目標額　　318，000円

　※実績額　　348，803円

　※達成率　　　109％

　参考までに、ご協力いただいた

世帯は2，255世帯、　1世帯当り

の平均寄付金は154円となりまし

た。

　なお、500円以上の高額寄付者

は42名、金額は25，000円に及

びました。
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増
水
し
た
ら

　
　
　
　
　
ち

　
　
　
ま
ず
安
全
な
場
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
【
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
か
ら
】

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
は
、
水
路
式
発
電
所
の
た
め
、
上
流

か
ら
き
た
水
を
貯
水
す
る
設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
上
流
で
降
雨
な
ど
が
あ
り
増
水
し
た
場
合
は

増
水
分
を
そ
っ
く
り
下
流
へ
放
流
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
特
に
増
水
が
早
く
な

り
、
危
険
で
す
の
で
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
台
風
や
集
中
豪
雨
で
増
水
し
、
宮
中
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る

　
と
き
。

二
、
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め
、
調
整
池
（
浅
河
原
調
整

　
池
）
の
水
を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
へ
流
す
と
き
。

三
、
そ
の
他
、
や
む
を
得
ず
水
を
流
す
と
き
。

　
水
を
流
す
と
き
は
、
事
前
に
警
報
用
ス
ピ
ー
カ
i
・
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
て
注
意
し
て
い
ま
す
が
、
サ
イ
レ
ン
な
ど
が

鳴
ら
な
く
て
も
、
水
が
増
え
て
き
た
ら
、
早
目
に
安
全
な
場

所
へ
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

宮中取水ロえん堤放流計画

巨日時 放流量

り～23日（日）6：30
約83㎡／S

〔）～24日（月）6：30 約167㎡／S

〔）～30日（日）5：30 約83㎡／S

放流実施

9月18日（火）3：00

9月21日（金）19：00

9月29日（土）23：00

今
月
下
旬

作
業
の
た
め

放
流
し
ま
す

　
千
手
発
電
所
で
は
、
水
路

修
繕
作
業
の
た
め
、
上
記
の

日
程
で
放
流
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
水
難
事
故
な
ど
の
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
よ
う
協
力
と
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
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研
内
謬

電
毘超＼靴

　
　
　
セ
し
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
ー
ー
ー
、
、
、
㌧
、
￥
朝
マ
ラ
ソ
ン
が

　
　
　
　
　
、
、

8
曜
覧
監
、

　
　
干

のもの
朝のひと5
そ
早
調快

一橘地区体協の野球チームー
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．
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．
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．
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．
．
一
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．
．
．
．
．
．
．
こ
．
Q
．
．
一
三
一
．
．
．
．
”
｛
．
．
．
．
｛
．
9
．
”
ξ
一
噂
．
．
一
｛
一
．
．
騨
｛
『
．
．
一
｛
三
一
三
｝
一
…
｝
ミ
三
一
＝
一
。
…
。
…
｝
三
一
軸
｝
…
一
…
｛
一
一
｝
一
三
｝
三
一
一
…
一
一
β

花
ざ
か
り
で
し

た
。
　
朝
も
や
を
つ

い
て
大
地
を
け

る
そ
う
快
な
気

分
と
、
手
が
る

に
で
き
る
体
力

づ
く
り
に
魅
せ

ら
れ
て
か
、
今

も
な
お
、
早
ま

だ
き
に
気
勢
を

あ
げ
て
い
る
グ

　
　
の

ル
ー
フ
も
あ
り

　　　麓

”、’＝”1』鰍蟹窩増　幽慧

ま
す
。

　
橘
地
区
体
育
協
会
の
野
球
チ
ー
ム
も
そ
の
一
つ
、

こ
の
人
た
ち
は
、
八
，
も
早
朝
練
習
に
汗
を
流
し
て

か
ら
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
い
や
i
、
そ
う
快
な
も
の
で
す
よ
、
早
朝
野

球
を
や
っ
た
一
日
は
、
仕
事
も
快
調
そ
の
も
の
で

す
。
」
昨
年
か
ら
始
め
た
早
朝
野
球
で
す
か
ら
、

へ
，
年
は
ニ
シ
ー
ズ
ン
目
。
メ
ン
バ
ー
は
、
青
年
か

ら
中
・
壮
年
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
わ
け
て

も
、
年
輩
者
に
好
評
を
得
て
い
る
の
は
、
平
素
、

運
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
体
力
づ
く
り
が
目
的
な
ん
で
す

が
…
…
…
。
最
近
は
、
み
ん
な
が
職
場
で
の
つ
き

合
い
が
主
と
な
り
、
部
落
内
の
人
た
ち
と
の
交
流
、

が
う
す
れ
て
き
て
い
ま
す
。
同
じ
部
落
内
の
人
で

も
、
つ
い
疎
遠
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
早
朝
野
球

は
、
隣
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

　
と
し
て
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」

　
　
そ
う
い
え
ば
こ
の
地
区
は
、
地
区
内
の
親
睦

　
と
皆
ス
ポ
ー
ッ
の
気
運
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
、

　
昨
年
六
月
、
町
内
で
は
初
の
地
区
体
育
協
会
を

　
発
足
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
「
や
は
り
健
康
が
第
一
で
す
か
ら
ね
エ
。
健

康
で
な
ご
や
か
な
郷
土
づ
く
り
、
こ
れ
が
地
区

　
体
協
設
立
の
ね
ら
い
で
す
。
そ
う
で
す
ね
エ
。

今
体
協
内
で
は
、
野
球
の
ほ
か
卓
球
、
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
な
ど
が
活
発
で
す
。
今
年
は
、
変
わ
っ

　
た
催
し
と
し
て
地
区
運
動
会
を
釆
月
に
行
い
た

　
い
と
準
備
中
で
す
。
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
の

　
は
会
長
の
大
久
保
三
吉
さ
ん
。

　
　
地
区
を
あ
げ
て
の
運
動
会
に
す
る
た
め
、
余

興
レ
ー
ス
を
多
く
と
り
入
れ
、
毎
年
開
催
を
し

　
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
体
協
中
で
も
、
最
も
愛
好
者
の
多
い
の

が
野
球
グ
ル
㌧
フ
。
各
部
落
ご
と
に
チ
ー
ム
が
で

き
て
い
ま
す
の
で
、
合
計
八
チ
ー
ム
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
人
た
ち
の
活
躍
の
時
間
帯
は
、
早
朝
五

時
か
ら
七
時
ま
で
。
場
所
は
大
和
伸
管
所
の
好
意

に
あ
ま
え
て
、
同
所
所
有
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

　
な
に
せ
短
か
い
時
間
で
す
か
ら
、
八
チ
ー
ム
総

あ
た
り
戦
の
優
勝
争
い
に
は
六
月
一
日
か
ら
七
月

五
日
ま
で
、
一
か
月
余
り
も
要
し
ま
し
た
。
一
朝

一
試
合
が
限
度
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

熱
戦
の
結
果
は
、
仁
田
チ
ー
ム
の
優
勝
と
か
。

　
ま
た
、
こ
の
人
た
ち
は
、
　
“
三
百
歳
野
球
”
な

る
も
の
も
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
九
名
の
メ
ン
バ
ー
の
合
計
年
齢
が
三
百
歳
以
上

に
な
る
よ
う
編
成
し
た
も
の
で
、
投
手
は
三
十
五

歳
と
い
う
制
約
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
試
合
が
行
わ

れ
た
の
は
先
月
の
十
九
日
、
や
は
り
優
勝
は
仁
田

チ
ー
ム
だ
と
い
い
ま
す
か
ら
、
選
手
層
の
厚
さ
が

物
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
勝
負
よ
り
も
、
み
ん
な
で
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
。
そ
こ
か
ら
地
域
の
和
合
が
始
ま
り
ま
す
已

と
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
語
り
ま
す
。

　
来
月
に
は
、
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
予
定

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
ら
、
三
百
歳
野
球
も
含

め
、
地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
ぶ
り
が
伺

え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
内
に
は
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
続
々

完
成
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
上
昇
の

一
途
。
こ
ん
な
中
で
、
地
域
振
興
に
も
役
立
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

う
と
懸
命
な
橘
地
区
体
協
は
、
翔
ん
で
る
活
動
を

続
け
て
い
る
の
で
す
。

（
写
真
・
早
朝
野
球
・
三
百
歳
野
球
で
優
勝
の
仁

田
艶
洛
チ
ー
ム
）

輔
暫
．
．
『
甲
．
椿
一
．
＝
．
一
一
二
一
伽
．
一
臼
一
噛
一
騨
一
．
一
一
一
一
。
二
嚇
一
…
一
．
一
一
一
．
三
．
．
．
．
一
．
…
一
一
≡
，
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
｝
噛
噂
申
一
一
輌
一
一
｝
一
噸
｝
一
甲
一
＝
．
一
三
一
…
．
．
．
．
．
．
一
一
一
卿
一
引
．
一
．
一
…
．
一
騨
一
一
β
…
一
一
麟
一
一
臼
…
一
一
一
．
．
一
一
＝
一
一
一
．
一
一
葦
一
聯
．
一
薗
一
…
軸
．
二
．
一
三
一
　
一
一
一
…
一
一
＝
一
一
一
三
．
一
構
甲
．
｛
噛
．
．
一
｛
噂
一
．
．
｛
一
．
．
．
｛
一
．
噌
｛
一
ξ
｝
一
…
…
｛
…
一
＝
一
覧
．
．
～
｝
｛
…
一
…
｝
三
＝
～
。
｝
｛
｝
二
㌔

80川，“一1”llI”61川86一一81川1咄881561118。8”611111川11“81川。8011川‘一Ill川碁1。1川”18，6’ll。II一川166。8111馬lll川III川5，88川11，，1－Illll，置ll川1巳1。1量81189，88川1，88川，，1。1川愚1。，gl川魯ll81川1巳6，ll塵”量IIじ608川16，181川豊1，1。川6。曝，。書川1，II8川ll。6川19，ll“。1。。Ill川G，8601。1葛II，18一



9月10日発行（第三種郵便物認可）””””1””1””lll””II””1”1””ll”1”1“1”””””ll””1”1”””1””ll”””””“””1”Ill””1”【10】1”“1”1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムムム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
め

嚢雛欝鞠霧翻締翫排霧鯵導醸蜜1］

““”1”広報かわにし／昭和54年

E
レ

　
食
事
を
欠
か
す
こ
と
に
は
抵
抗
を

感
ず
る
も
の
の
、
便
通
が
な
い
こ
と

　
　
　
え

に
は
無
頓
着
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
便
は
、
脹
門
に
至
る
ま
で
の
長
い

道
の
り
を
通
っ
て
き
ま
す
し
、
目
で

見
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
毎
日
排
便
し
、

便
を
な
が
め
る
余
裕
を
も
ち
た
い
も

の
で
す
。

　
排
便
の
し
く
み
は
、
…

－
物
を
食
べ
る
と
、
腸
の

運
動
が
さ
か
ん
に
な
り
、

こ
の
作
用
に
よ
っ
て
結
腸

の
内
容
物
が
直
腸
へ
押
し

　
　
　
や
ら
れ
、
直
腸
の

鴫
内
容
が
多
く
な
る

と
大
脳
が
刺
激
さ

れ
、
便
意
を
感
じ

排
便
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
便

秘
と
は
、
大
腸
内

の
歎
便
の
通
過
が
・

普
通
よ
り
お
く
れ

た
状
態
で
す
。
便

秘
の
ほ
と
ん
ど
は

　
快
便
を
心
が
け
る
に
は
…
…
…

一
、
水
分
不
足
は
便
秘
を
ひ
ど
く
す
る

　
の
で
、
つ
と
め
て
水
を
飲
む
こ
と
。

二
、
毎
朝
起
き
ぬ
け
に
、
コ
ッ
プ
一
杯

　
の
水
を
飲
む
と
腸
へ
よ
い
刺
激
と

　
な
り
ま
す
。

三
、
食
事
は
規
則
正
し
く
二
度
と
り
ま

　
し
ょ
う
。

　
　
　
　
と
く
に
、
朝
は
胃
が
か
ら

健康はまず毎日の快便力、ら

大
腸
の
運
動
が
弱
く
腸

の
内
容
物
が
動
か
な
く
な

り
、
水
分
が
吸
収
さ
れ
て

固
く
な
り
、
ま
す
ま
す
出

に
く
く
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
ト
イ
レ
に
行

き
た
い
の
を
が
ま
ん
す
る

人
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
朝
食
を
ガ
ッ
チ
リ
と
る
と

　
胃
と
腸
の
働
き
が
活
発
に

　
な
り
、
便
意
が
起
き
や
す

　
く
な
り
ま
す
。
朝
食
ぬ
き

　
は
便
秘
の
も
と
で
す
。

明
繊
維
の
多
い
食
品
を
食
べ

　
便
の
量
を
増
や
し
、
腸
壁

　
を
刺
激
す
る
こ
と
。
肉
な

　
ど
を
食
べ
た
と
き
は
、
そ

　
の
三
倍
く
ら
い
の
野
菜
を

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

五
、
便
意
を
が
ま
ん
し
な
い
こ

　
と
、
朝
食
後
ト
イ
レ
に
行

　
く
時
間
が
と
れ
な
い
人
は
、

　
夕
食
後
、
胃
と
腸
の
反
射

　
作
用
を
利
用
し
て
排
便
の
習
慣
を

　
つ
け
ま
し
ょ
う
。

六
、
朝
起
き
る
前
に
、
お
へ
そ
の
ま
わ

　
り
を
時
計
の
針
の
方
向
に
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

勺
精
神
的
緊
張
を
解
く
こ
と
。
一
日

　
に
数
回
深
呼
吸
を
す
る
と
ス
ト
レ

　
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。

L

戸
籍
の
窓
か
ら

膿
暑
葛
鞍
殿
曝
私
犠
鴇
葛
犠

骸
膿
骸
膿
葛
犠
骸
犠
犠
骸
犠
葛
骸

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

羽大佐高羽長渡和
鳥久藤橋鳥野邊久
弩無妻直韓藍

誉難漬彰清健嚢

長長ニニ三長二長
女女男男男女男男

仁野朝坪伊四東木
田。爵山友鵯落

，
庭
珊
鑑

蹴

璽
，

層■

8，㌔

5・’

1
　、，

小
わ
ビ

　
　
　
擁
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

◎
番
傘
に
霧
の
温
泉
宿
を
立
ち
出
で
し

◎
積
み
上
げ
し
堆
肥
の
匂
ふ
残
暑
か
な

　
名
も
知
ら
ぬ
秋
草
一
つ
壷
に
あ
り

　
半
袖
に
冷
や
か
な
風
そ
よ
ぐ
朝

　
朝
の
秋
近
し
と
思
う
風
の
あ
り

　
い
つ
と
な
く
朝
な
夕
な
の
秋
め
け
る

　
浮
草
に
ゆ
れ
て
居
直
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
椀
伏
せ
し
如
き
国
上
の
山
の
霧

　
再
び
の
バ
ス
に
国
上
の
霧
深
し

　
大
芙
蓉
盛
り
の
頃
に
帰
り
来
し

　
線
香
花
火
買
い
に
走
り
し
頃
の
こ
と

　
鉄
橋
の
近
く
の
人
出
花
火
見
る

齋
木
　
桂
子
　
富
治
　
長
女
　
中
島
町

た
か
さ
ご
L
こ
円
満
に

⑬　新
郎
　
佐
藤
一
二
一
二
　
室

　
新
婦
　
金
子
い
く
子
　
岩

島瀬
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

上
村
ト
ラ

大
野
常
治
郎

田
中
利
八

上
村
耕
平

大
海
　
ラ
ク

中
条
ト
ミ

飴、

《

元霜木踏上
町条島町倉野

九九八八八七
二一九四三六

険

噸

　
新
し
き
登
山
道
標
青
葉
照
る

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

◎
機
音
の
止
み
て
風
鈴
鳴
り
に
け
り

大
や
ん
ま
部
屋
つ
き
抜
け
し
風
涼
し

　
手
花
火
の
開
き
初
め
て
孫
の
手
に

老
の
身
の
墓
の
草
引
く
盆
泊

絵
日
記
や
残
り
少
き
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
大
倉
史
禾
夢
人

離
村
せ
し
人
に
も
会
い
て
盆
お
ど
り

　
わ
れ
老
い
て
黙
禧
終
戦
記
念
の
日

台
風
の
ニ
ュ
ー
ス
の
宵
の
稲
光

山
野
辺
の
地
蔵
に
ト
マ
ト
供
へ
あ
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
与
平

大
田
原
初
秋
の
日
和
早
生
実
る

　
一
雨
ご
と
肌
に
覚
ゆ
る
秋
風
と

　
い
つ
し
か
に
揃
い
ゆ
か
た
が
似
合
う
娘
に

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

夏
タ
ベ
山
路
は
草
の
香
の
こ
も
り

う
す
紅
の
芙
蓉
咲
き
初
め
梅
雨
長
し
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の交通安全運動期間です

　
　
　
　
　
　
　
　
奪
膚

　　　　奪毒1：識瑠灘灘利用の促進
　　　膚の　　3．シ＿ト天ルト、ヘルメット着用の促進
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